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次のテキストの中から一つ選んで、分析しなさい。文脈、読者層、目的、及び形式や文体の特徴の重要
性についても言及しなさい。

テキスト 1

                 

お
ぎ
・
な
お
き 

 
 

 
 

年
滋

賀
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
卒
業
。

私
立
高
、
公
立
中
学
校
で
の 

年

間
の
教
員
経
験
後
、
臨
床
教
育
研

究
所
「
虹
」
を
開
設
。
著
書
は 

 
 

 
冊
を
超
え
た
。
法
政
大
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
。 

 

「
例
え
ば
『
子
供
に
そ
ん
な
 し

か

り
方
し
ち
ゃ
絶
対
だ
め
よ
ー
』
っ

て
い
う
と
、
ブ
ロ
グ
に
『
わ
か
り

ま
し
た
』
『
そ
う
し
ま
す
』
っ
て
、

た
く
さ
ん
反
応
が
来
る
。
講
演
に

行
く
と
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

そ
の
発
言
に
納
得
し
た
と
い
う
顔

を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
」 

 

本
を
何
冊
書
い
て
も
伝
わ
ら
な

い
の
に
、 

秒 

秒
の
一
言
で
簡

単
に
わ
か
る
は
ず
が
な
い
。
当
初
、

そ
う
疑
っ
て
い
た
。
子
供
へ
の
体

罰
を
ど
ん
な
に
批
判
し
て
も
、

「
し
つ
け
の
一
環
」
と
考
え
る
親

に
は
伝
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
全
国

各
地
を
回
る
う
ち
に
得
心
し
た
。 

 

「
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
、
伝
わ
っ
て

い
た
。
い
く
ら
論
理
的
に
説
得
し

て
も
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
の
に
、

一
言
で
相
手
の
心
に
ス
ト
ー
ン
と

落
ち
て
い
る
。
脳
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
い
る
と
き
、
波
長
が
あ
う
形

で
柔
ら
か
く
言
わ
れ
る
と
肝
心
な

部
分
が
伝
わ
る
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。

新
書
で 

冊
書
い
た
こ
と
が
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
で 

分
で
伝
わ
る
こ

と
も
あ
る
」 

 

教
員
時
代
か
ら
親
交
が
あ
る
北

海
道
教
育
大
教
授
、
今
泉
博
（ 

）

は
、
新
刊
の
『
尾
木
マ
マ
の
「
 

ら
な
い
」
子
育
て
論
』
を
読
ん
で

み
た
。
「 

時
間
で
読
め
る
が
、

本
質
が
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
教

育
や
子
育
て
に
は
指
示
や
命
令
で

な
く
、
『
聞
く
』
こ
と
が
ど
れ
だ

け
大
事
か
。
難
し
い
こ
と
を
敬
遠

し
が
ち
な
普
通
の
若
い
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
た
ち
に
、
子
供
の
目
線

に
立
つ
と
い
う
尾
木
さ
ん
の
考
え

が
浸
透
す
れ
ば
、
深
部
か
ら
教
育

の
流
れ
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
」 

 
 

月 

日
、
伊
勢
原
市
の
講
演

後
、
尾
木
は
テ
レ
ビ
の
番
組
収
録

に
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
派
手

な 

ジ
ャ
ン
や
、
濃
い
ピ
ン
ク
地

の
ヒ
ョ
ウ
柄
の
ひ
ざ
下
パ
ン
ツ
姿

に
な
っ
た
。
尾
木
マ
マ
が
日
々
の

報
告
を
す
る
ブ
ロ
グ
は
最
高 

万

ア
ク
セ
ス
を
記
録
し
、
「
か
わ
い

い
ー
」
「
イ
ヤ
さ
れ
る
」
の
二
言

が
並
ぶ
。 

 

 

冊
分
が 

分
で
伝
わ
る 
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教
育
評
論
家 

尾
木
直
樹 

 
 

月 

日
に
神
奈
川
県
伊
勢
原

市
で
開
か
れ
た
同
市
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。 

 

講
演
に
立
っ
た
教
育
評
論 

家
の
尾
木
直
樹
（ 

）
は
約 

 
 

 
 

人
の
聴
衆
に
対
し
、
最

近
必
ず
尋
ね
る
質
問
を
し
て
み
た
。

自
分
の
こ
と
を
前
か
ら
知
っ
て
い

た
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
？
会
場

で
、
挙
手
を
求
め
る
の
だ
。 

 

「
自
分
の
こ
と
」
と
は
、
い
じ

め
、
虐
待
、
学
力
な
ど
教
育
問
題

を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
で
発
言
す
る

言
論
人
、 
 

 
 

年
の
教
育
基

本
法
改
正
で
は
、
衆
院
特
別
委
員

会
で
反
対
の
参
考
意
見
を
述
べ
た

リ
ベ
ラ
ル
な
教
育
評
論
家
と
し
て

の
自
分
の
こ
と
、
つ
ま
り
「
尾
木

マ
マ
」
に
な
る
前
の
尾
木
直
樹
の

こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

人
で 

人
弱
。

「 
 

 
 

人
の
聴
衆
が
い
た
ら 

 

人
、 

 

程
度
。
テ
レ
ビ
に
も

出
て
た
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
み
ん

な
尾
木
マ
マ
か
ら
な
の
。
尾
木
マ

マ
だ
っ
ー
て
見
に
来
る
ん
で
す
」 

 

会
場
の
大
半
に
は
、
「 

年
代

以
降
、
自
民
党
政
権
が
進
め
た
教

育
政
策
に
反
対
し
、
精
力
的
に
戦

い
続
け
て
き
た
論
客
」
の
認
識
は

な
く
、
「
な
の
よ
ー
」
「
も
ー
ん
」

と
い
っ
た
柔
ら
か
な
お
ネ
エ
言
葉

の
ト
ー
ク
が
楽
し
い
「
尾
木
マ
マ
」

そ
の
人
で
し
か
な
か
っ
た
。 

 
還
暦
を
超
え
て
か
ら
の
予
想
も

し
な
か
っ
た
人
生
の
異
変
を
尾
木

は
歓
迎
し
、
「
今
は
生
き
直
し
て

い
る
よ
う
な
気
分
」
と
喜
ぶ
。 

 

突
然
の
ブ
レ
ー
ク
は
、 

年
末

に
放
映
さ
れ
た
テ
レ
ビ
の
特
番
か

ら
だ
っ
た
。 

 

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
初
体
験
。

司
会
の
明
石
家
さ
ん
ま
と
か
わ
し

た
関
西
人
同
士
の
じ
ゃ
れ
合
う
よ

う
な
会
話
の
中
で
、
さ
ん
ま
が
尾

木
の
話
し
方
を
「
マ
マ
み
た
い
」

と
評
し
、
尾
木
は
「
違
う
も
ー
ん
」

な
ど
と
返
し
た
。 

 

中
だ
と
思

っ
た
そ
の
会
話
が
す
べ
て
番
組
で

流
れ
、
「
も
ー
ん
」
の
字
幕
に
、

ピ
ン
ク
の
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
つ
い

て
い
た
。
尾
木
は
仰

天

ぎ
ょ
う
て
ん

し
た
。 

 

尾
木
を
知
る
人
間
に
言
わ
せ
れ

ば
、
昔
か
ら
の
言
葉
遣
い
で
、
素

の
ま
ま
の
姿
だ
っ
た
。
だ
が
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
の
巧
み
な
演
出
で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
「
尾
木
マ
マ
」
が
誕

生
し
た
。
各
局
か
ら
次
々
と
出
演

依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
。 

 

と
き
に
は
派
手
な
衣
装
を
ま
と

い
、
芸
能
人
と
お
ネ
エ
言
葉
で
か

ら
み
あ
う
。 

 

知
人
か
ら
は
、
「
ピ
ン
ク
の
服

を
着
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
「
そ

こ
ま
で
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
」
と
い

っ
た
批
判
も
届
い
た
。
だ
か
、
尾

木
は
次
第
に
、
今
ま
で
の
評
論
家

活
動
で
は
決
し
て
手
が
届
か
な
か

っ
た
層
に
、
言
葉
が
届
い
て
い
る

と
い
う
実
感
を
持
ち
始
め
た
。 

朝日新聞「逆風満帆」2011 年 9 月 10 日より抜粋
写真：日刊スポーツ新聞社提供

 – 尾木氏の人物像を描くために、この文章の表現やスタイルにはどのような工夫がして
あるか、またその効果などについても述べなさい。

 – この文章と尾木氏を理解するために、社会的背景や書かれた目的や対象としている読
者層が大切であることについて述べなさい。

「
尾
木
マ
マ
」
は
教
育
変
え
る
回
路 
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テキスト 2
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庭にくる鳥

　庭に作った鳥のえさ台には冬は毎日りんごを半分おくことにした。そうすると、 
ひよどりやむくどり、おながなどがそれを食べにやって来る。半分のりんごはだいた
い一日でたべつくされるが、その代わり彼らは台の上や下にふんを残していく。
　そのふんの中には、丸いのや長いのや大きいのや小さいのや、何か植物の種子が入
っている。それでそれを集めて保存し、四月ごろに鉢にまく。そうすると入梅のころ
からいろいろなものの芽が出てくる。
　ふた葉のときは何の芽かわからないが、本葉が出るとおよその見当がつく。そして
秋ごろまで待つと、もうはっきり何であるかがわかる。そのようにして、いままでに
生えたものの名をならべると次のようなものがある。
　　ツタ。アオキ。ネズミモチ。イヌツゲ。ビナンカヅラ。ナツメ。オモト。シュ
　　ロ。ツルバラ。
　どれもこの辺のあちこちに見られる植物である。ツタとアオキが圧倒的に多い 
のは、この二つがうちの庭にあって、冬たくさんの実をつけるからだろう。このはな
しをある人にしたら、タヒチ島やヒマラヤにしか生えない植物でもでてきたらおもし
ろいのだがなあ、といわれた。
　冬から春にかけて来る鳥は、ひよどり、むくどり、おながのほかに、しじゅう 
がら、あおじ、かわらひわ、ひたき、うぐいす、めじろなどがある。その中でお 
なが、しじゅうがら、そしてむくどりは一年じゅう来る。ひよどりは夏に山へ帰ると
いう話だが、何羽かは残っているらしい。春から秋にかけてはきじばとが毎日のよう
にくる。五月ごろしじゅうがらは十数羽の集団でチーチー鳴きながらやってきて、 
庭木の虫をとってくれる。すずめはもちろん一年じゅうやってくる。庭には来な 
いが、どこか近くにからすが住みついているらしい。
　十年とちょっと前ここに越してきたころのことを思い出すと、近くの畑にはひば
りが毎年やってきた。そして点のように見えるまで五月のそら高く歌声をまきちら
しながら舞い上がってはおりて来、また舞い上がってはおりて来していたものだ。 
しかし、今はそういう光景を見ることはできない。また三年ほど前までは、こじゅ
けいのチョットコイがしょっちゅう聞かれ、それどころか、おや鳥が数羽の小さな
ひなをつれて歩いている姿なども見られた。しかしそれも今ではみられない。ひばり
が巣作りした畑にはアパートができ、こじゅけいの住んでいたやぶには一部には家 
が建ち、一部は児童公園になった。そしてこじゅけいの代わりに砂場で遊ばせるため
に小さな子どもや孫たちをつれてやってくる人間の姿が見られる。

『庭にくる鳥』1975 年、みすず書房

チョットコイ  こじゅけいの鳴き声は「チョットコイ」と聞きなされてきた。

 – この文章のもたらす  やかな印象と書かれた目的について、どのように理解していま
すか。

 – 鳥や植物の名前など、この文章における言葉の使い方がどういう効果をあげているか
分析しなさい。

ともながしんいちろう

朝永振一郎

おだ

穏


